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排精 を 來 さ す，」又腦下 垂體 剔 出動 物 は 非剔 除動物 と同樣

の 妊 婦尿注射 に よ る 排 精作 Alが あ り，
ヒ キ ガ エ ル 腦下 垂

體 i二は 多量 の 排精作用物質 を含有 す る が，本妊娠反應 に

は 關與 し な い もの と考 え られ る．

　4）　男性 ホ ル
／ モ ン 製齊旺エ ナ ル モ ソ

，
ス パ ル マ チ y

，
ア

モ リ ジ y ，或 は ヒ キ ガ エ 〃 睾丸孚し劑 に は排精作用 は な L・’

が
， 妊 嫌尿 雄 射 しアこ ヒ キ ガ エ ル の 睾丸乳劑 に は排精作

用 が め る．

　C） 昜咄 睾丸の 試驗 i 内賓驗 は 蒸溜 ’N 蛙 ’｝ ン ゲ ル

液 妊 嬬尿 中では 陰性 で あ り，妊 婦尿 の ア JV ・ 一ル 抽 出

Pt　，J ン ゲ ル 1容液 中及 び ス プ ラ P ゼ 溶液中で は 排精を來

す．

　要之 妊嫌尿中7）石 效物質 は 副腎，腦下 乖 體 或 は 赫經 系

統 を 介 す る ： と な く直接睾丸 に作用 し， ： S で 貯藏精子

を排泄 さrf る物質 を産 生 ず う もの と考 え られ る．

追加　 トノ サ マ 蛙ア ドレナ リン排精現象 と

　Mainini 反應

（秋田）　紳保恒春 ， 武 田基 ， 伊藤五 郎

　　　　　　　　 （仙肇〉　○ 竹内隆一

　緒言．余 等 は 第 3 囘總含 に て 雄 ト ノ サ マ 蛙 は ア F レ ナ

1） ソ に よ り妊娠反應 と 同 様 の 排精現 象 を現 わ す 事 を 發表

け こ．其後 ア ド レ ナ リ ン に よ る撚 青機轗 を探究 こ，本 現

象は Mainini 反 應 と關逋 を 有 し排精 の 本 態 1こ關 しく 種

々 重大な示唆 を含む事を認 め こ 、 に 報 告 す ろ．

ffwa．反應 は ア ド レ ナ 、
」ソ 24，000血臓 l」・32，

000倍 の 範

園まで 有效で蛙 皮下淋 巴嚢注 射 に よ り殆 ん ど例 外 な く排

精を營む匸　叉季節 白勺景彡響 を受 trる　こ　と少 く　・　大 骨豊2eN30

分そ麦發現，　發手見度 は 最初 よ り雪蚤 く 7 〜8 日ぎ間持續，　後次

第 に 精蟲數 を減 じ12〜24時 間 で淌 失 す る．

　 4月，8 月及 び 玉0月捕獲 蛙 に ア ド レ ナ リ ソ を 注 射 し精

集の 組斈訟變イヒを日芽1苜1直句に檢索 しナこ系吉果，　系田＊書そ穿一ヒ皮系田胞

に著 明 な 分 牝機能 亢 進像が 見 られ ，注 射 後長時間 に 瓦つ

て 精蟲 の 増殖機能 を 現 わ す 事 を認 めナこ （組 織標本 は 幻燈

で説 明 す ＄ ）．」比の 變 化は 妊娠尿注射 の 場合 と大差な く．

む か もそ の 精墨賦活及び 造繕機能に 及 ぼ す影響 は 妊娠尿

注 射 の 場合 よ り も一・層明 瞭な ろ事 を 知 つ tl．皀口ち 本反應

が 單 な ろ 準 滑 筋取縮 の 反射反應 の み に 非 ざ る事 を組 織的

に證 明 しアこ．

　 ア ド レ ナ リ ソ 類似 の エ フ エ ド リ y
，

ジ ソ バ ト卩ル で 排

精 な く，自律淋經麻痺捌 で 處 置 ぜ る蛙及 び ア ト ロ ピ ソ ，

ア セ チ ノレ ヒ ヨ リ ン 等 の 種 々 の 量 に よ つ て 反 應 は 何等影 響
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を受け る享が な い ．

　排精 は 腦垂下體剔 出動物 に於 て も見られ ， 肝 副出郵 物

の 腦下電 體窩ア ドレ ナ リツ 注 入實驗 で 排精 は 見 ら れ な

い ．副腎 皮質合成 ホ では 約 牟 數 1：數 時間後弱 い 排精を謙

め tこ．之 は 皮質 と性腺 と は 相互 に 闢係 を有 しア ド レ ナ リ

ン が 皮質 ボ と協力的 に 働 レ
’
アこ結果 と解 す る．

　結論．以 上 の 實驗 か ら 1）
一

般 に 副腎髓質 と性腺は特 定

の 關係 が な い と され るが ，余等 の 場合 は 雨 者 の 關係 が 明

瞭であ ろ．2）ア ドレ ナ リ ソ に よ る ト ノ サ マ 蛙 の 排 清 は 主

と 乙て 體液的機序 1：よ る もの で ， 二 知 勺に は副腎皮質或

は 更 に 腦下 垂 體 を 介 す る titアレ モ ン の 作用参加 の 可 能性 が

あ ろ．3）そ の 蛙 精剿 こ及 ぼ す作 脚 ｛ア ド レ ナ ・J ン め 場合

と極 めC 類似 して い る の で ， Mainint反應成立の 主 作用

を なす 黄 體｛t　titは 蛙 の 細 精管上 皮細胸 こア ド レ ナ リ ソ 楼

に 倒｝く系吉果 と推定出來 る．

　追加　 と の さま蛙 を使用 す る妊娠反應につ し・ で

　　 （第 2 報 ）

　　　　　　　　　　　　 （鳥取大 ） 綾　　延 明

　昨年度 に 引績 い て 妊 婦 尿 の 定 性及び 定量 を行 つ t：．定

性總數 は妊婦約 200 例 に 逹 しアこ．原 尿 1 時間後陰性 の 揚

合 は濃縮法を併用 し，最近 は更に 血清に よ る定性試緻 を

行い ，現在迄誤診例 を見て 居 らな ゼ ．妊娠 2 箇月 は 補助
．

診 斷 法 の 占め る位 置 の 大 きい 時 期 で あ るが，敏 室 で集 め．．

られ 六 約50例 中原尿 で陽性 を示 ttlの は 81％ であ つ て ・

妊娠 2 箇月 の 勧期 は 濃縮法叉は 血 清法 を必 要 と し，中期

で は約牛數 が原尿 で陽性 と な り，末期 で は 濃 縮操作 の 必

要な事 は 稀 で あ る．爾 自驗 例 の 最早期例 は 豫定月經第 1

日 ！：血清及 び 濃縮尿陽性 を得ナこ例でめ る．對照 と して a

非妊例で は陽性 の 結果 は見て e ない ．定量 は 90例 を集め
・

t：．妊娠月數 別 と の さ ま蛙單位 の 曲線は昨年度 3G例 に つ

い て 得 られ ナこ曲線 と本 質的 の 差 は な い ．

　 本年度は 新 に 以 下 の 三 つ の 項 目に つ い て 實驗 しアこ．

　 ユ）　tht清 に よ
・
る 方法 ： 從來 困難親され て い t：方法 でみ

る が ，AL ．　HaskinS の 法 に よつ て 好成績 を 得九 血 液約

．10ccを探取 し遠沈 して 血 清 を と り2cc宛蛙腹腔に注入す

る．陽性尋ミは 原尿（無操f仁尿）を｛吏川 しナこ場合 よ り高 い ．

反應出現 時 間 はas　it遲延す る．蛙 の 死亡 率は 尿 を使用 し

索揚合 と變 ら ない ．同一妊 鯨 の 尿 と 血 清 を 比 較 す う と血

．
清 z）方 が 1．5酬2 倍位 高 い ．

　 2） 季節 に ょ る 感度 の 攣化 ： 毎月家兎 單位 と の 比 較 實

驗 を彳？つ ア：．　巨阿者 の 上匕は 6 月 2 ，　7 月1．5，　8 丿ヨ1．3，　g

月 2 ，
10月1．8，11月 2 とL3 − 2 の 問であ つ て 著 明 な差 1
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